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矢谷渓谷キャンプ場オープンセレモニー
広報委員会
議会活性化特別委員会
全員協議会
菊鹿町観光協会総会
山鹿地区更生保護大会
総務文教常任委員会行政視察（～30日）
百歳到達者表敬訪問

菊鹿戦没者追悼式
建設経済常任委員会行政視察（～4日）
建設経済常任委員会協議会
市民福祉常任委員会行政視察（～7日）
議会活性化特別委員会
「平和を祈念する日」式典
かもと招魂祭（～14日）
山鹿灯籠まつり（～16日）
来民開拓団殉難者慰霊祭
議会運営委員会
議会活性化特別委員会
市内４高等学校生徒代表との意見交換会
熊本県女性消防操法大会（八代市）
９月定例会開会
全員協議会

９月定例会質疑・一般質問
広報委員会
県民体育祭熊本市大会山鹿市選手団結団式
９月定例会質疑・一般質問・委員会付託
建設経済常任委員会
鞠智城東京シンポジウム（東京）
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
議会運営委員会
９月定例会閉会
全員協議会
山鹿市敬老表彰式典
広報委員会
百歳到達者表敬訪問

7月8日
7月9日
7月28日
8月5日

兵庫県三木市 認知症支援事業について
三重県熊野市 さくら湯再生事業について
三重県伊勢市 認知症地域支援体制について
京都府木津川市 認知症支援事業について
京都府京田辺市 認知症支援事業について
京都府八幡市 認知症支援事業について

　
８
月
25
日
早
朝
に
荒
尾
市
に
上
陸
し
、
山
鹿
市
に
大
き
な
災

害
を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
台
風
が
来
て
も
そ
よ
風
程
度
。

　
今
回
も
24
日
の
夜
に
な
っ
て
も
雨
風
も
な
く
、
私
も
外
出
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
翌
25
日
早
朝
か
ら
、
風
の
音
で
目
覚
め
、
台
風
が

過
ぎ
去
る
ま
で
、
家
族
で
寄
り
添
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
停
電
や
物
の
倒
壊
で
皆
様
も
怖
い
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
や
は
り
、
日
頃
か
ら
、
災
害
へ
の
心
構
え
が
大
事
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
皆
様
も
お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
　
横
手
啓
介

編集後 記

７
月

８
月

９
月

行政
視察

　選挙区内の方に、年賀状や暑中・残暑見舞状などの時候のあいさつ(※1)(電
報も含む）を出すのは、禁止されています。
　ただし、｢答礼(※2)のための自筆(※3)によるもの」は認められています。
　また、選挙区内の方にあいさつする目的で、新聞・雑誌・テレビ・ラジオな
どで有料広告（いわゆる名刺広告など）を出すことも禁止されています。この
ような広告を出すように求めることも禁止されています。
　※１あいさつ状の範囲は？・・・
　　　上記以外に寒中見舞い、クリスマスカード、喪中はがき等、電報や電子
　　　郵便（メール）を利用しての年賀のあいさつも含まれます。
　※２答礼とは？＝相手のあいさつに答えてあいさつすること
　※３「自筆」と認められないものは、コピーなどの複写・パソコン作成・他
　　人の代筆・印刷屋作成・署名のみの自筆など。

ようこそ山鹿市へ

私たちは「時候のあいさつ」に制限があります

　議会でどのようなことが行われているかを知るために、実際に会議や常任委
員会の様子を生で見たり聞いたりすることを傍聴(ぼうちょう)といいます。
　議場の秩序維持や円滑な議会運営のために、傍聴に際しては、「山鹿市議会
傍聴規則」で決まりごとがあります。
　今回は、その一部をご紹介します。
【傍聴席に入ることができない方】（抜粋）
・銃器その他危険なものを持っている方　・酒気を帯びていると認められる方
・楽器類を持っている方
【傍聴の時守るべきこと】（抜粋）
・議場における言論に対して拍手その他の方法により可否を表明しない
・談論（雑談）や高笑いなど騒ぎ立てない　・飲食や喫煙をしない
・写真、映画等を撮影し、又は録音等をしてはならない（特に議長の許可を得
　　た方はこの限りではない）
　※規則以外にマナーとして傍聴席に入る際、携帯電話は、マナーモードにさ
　　れるか、電源をお切りください。
　詳しくは議会事務局(℡43-1634)までお問い合わせください。

傍聴する時の決まりごとについてお願い！

　8月20日(木)に、市内の高等学校４校の代表生徒さん21
名と議会活性化特別委員会で意見交換会を開催しました。
　来年の国政選挙から選挙権が18歳以上になることから、
選挙管理委員会講習の下、高校生に模擬投票を体験してもら
いました。その後、市議会の仕組みを説明し、特別委員会の
メンバーとテーマ「山鹿市の長所・短所・住み続けたいまち
について」意見交換会をし、観光と商業・交通などについて
様々な意見をいただきました。

高校生と議会活性化特別委員会で
　　　　　意見交換会を開催しました！！

もくじ

菊鹿地区番所の棚田と彼岸花　9月２０日撮影

高校生との意見交換会
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平成27年9月定例会における審議結果表
議案等番号 案　　　　　　　　　　　　件 結　果
議案第81号
議案第82号
議案第83号
議案第84号
議案第85号
議案第86号
議案第87号
議案第88号
議案第89号
議案第90号
議案第91号
議案第92号
認定第１号
認定第２号
認定第３号
認定第４号
認定第５号
認定第６号
認定第７号
認定第８号
認定第９号
認定第10号
認定第11号
認定第12号
認定第13号
議案第93号
議員提出議案第3号

専決処分の承認を求めることについて（平成27年度山鹿市一般会計補正予算（第2号)）
山鹿市個人情報保護条例の一部を改正する条例
山鹿市個人番号の利用に関する条例
山鹿市空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例
山鹿市手数料条例の一部を改正する条例 
山鹿市社会体育施設条例の一部を改正する条例
平成27年度山鹿市一般会計補正予算（第３号）
平成27年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
平成27年度山鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成27年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
平成27年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号）
財産の取得について
平成26年度山鹿市一般会計歳入歳出決算の認定について 
平成26年度山鹿市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度城北財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度稲田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度稲田六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市水道事業会計決算の認定について
平成26年度山鹿市病院事業会計決算の認定について
平成26年度山鹿市下水道事業会計決算の認定について
平成27年度山鹿市一般会計補正予算（第４号） 
山鹿市議会会議規則の一部を改正する規則

承　認
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
可　決
可　決

永田紘二議員

丸山康昭議員

米野岳中学校区統合小学校について質 問

答弁:（教育長）
①改めて統合の個別説明は行っていない。これまで段階を追って説明してきたが、今後も統合校の具体的なあ
　り方の説明を行い、前向きな理解を得ていきたい。
②訴訟となれば非常に残念なことだが、開校に向けて具体的に検討しているので、今後も、地域の皆様のご意
　見等を踏まえた協議・検討を重ね進めていきたい。
③施設整備は、当初から既存の敷地や施設を有効に
　活用する計画であり、老朽化が進んでいる施設は、
　老朽度合いを判断する耐力度調査の結果に基づき
　整備を行ってきた。今後も、耐力度調査の結果を
　基に施設整備を計画していく。





























































賛　否　表 ○は賛成　●は反対　欠は欠席

上記以外の案件は全会一致で審議結果表のとおりとなりました。（議長は採決には加わりません）

◎
議
案
第
93
号
　
平
成
27
年
度
山
鹿
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　　
８
月
25
日
に
発
生
し
た
台
風
15
号
の
被

害
に
よ
る
災
害
復
旧
の
際
、
現
在
の
予
算

に
お
い
て
、
不
足
分
が
生
じ
た
た
め
補
正

予
算
が
追
加
提
案
さ
れ
た
。

　
　
１
億
４
３
０
１
万
１
千
円

（
主
な
補
正
内
容
）

・
罹
災
ご
み
処
理
　
　
　
１
０
０
０
万
円

・
農
業
用
施
設
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
４
５
万
２
千
円

・
土
木
施
設
復
旧
費
　
　
３
７
０
０
万
円

・
公
立
学
校
施
設
復
旧
費
１
３
０
８
万
円

・
社
会
教
育
施
設
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
６
３
万
３
千
円

　
他
に
林
業
施
設
・
公
園
施
設
・
公
営
住

宅
施
設
・
社
会
福
祉
施
設
・
社
会
体
育
施

設
等
の
災
害
復
旧
費
の
補
正
が
あ
っ
た
。

丸
山
康
昭
議
員

　◎
議
案
第
87
号
　
平
成
27
年
度
山
鹿
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
米

野
岳
中
学
校
区
統
合
小
学
校
建
設
費
の
一

点
に
つ
い
て
賛
成
が
で
き
な
い
。

　
鹿
央
住
民
か
ら
監
査
請
求
が
提
出
、
住

民
訴
訟
等
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
９
月
10
日
常
総
市
の
河
川
決
壊

に
よ
る
被
災
状
況
を
見
る
と
、
国
・
県
・

市
が
設
定
す
る
洪
水
浸
水
予
定
地
の
中
に

あ
り
、
菊
池
川
近
く
に
あ
る
米
田
小
学
校

の
安
全
対
策
の
再
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
必
ず
地
域
に
学
校
を
」
地
方
創
生
の

国
の
政
策
に
逆
行
し
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
賛
成
で
き
な
い
。

　※

採
決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の
と
お

　
　
り
「
可
決
」
。
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議案第87号

最
終
日
追
加
提
出
議
案





























































反  

対  

討  

論

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ●

①住民が心配している安全対策、過疎化対策について６月以降説明をしたか問う。
②住民監査、訴訟の準備が進められているがどのように捉えているのか。
③学校規模適正化計画は、選定された２０名の市民等代表で作られた協議会より
　提言されたもの。当初計画のとおり米野岳中学校近くに新築すべきである。鹿
　本地区も同様に６月議会でお願いしたがその結果はどうか。

奉納灯籠について質 問

答弁:（経済部長）
　上がり灯籠で奉納された「奉納灯籠」は、大宮神社境内の「燈籠殿」で1年間保存・
展示された後、購入希望者へは有償等にて、それ以外は「灯籠みくじ」当選者へ引き渡
されている。

方保田東原遺跡について質 問

答弁:（教育部長）
　方保田東原遺跡は弥生時代後期から古墳時代前期にかけての
県内最大級の拠点集落遺跡として国の史跡指定を受けており、
平成24年度から26年度にかけ公有化を進め、対象農地の約8割
が終了した。
　現在は地元や市内外の人たちに親しんでいただく公園として
活用しているが、今後は管理作業の効率化を図るとともに発掘
調査も同時に進め、出土品の展示も積極的に推進したい。

　奉納された灯籠が山鹿市の観光資源として有効に活用されるよう要望するが、今現
在での、山鹿灯籠まつりで奉納された灯籠の取り扱いについて問う。

山鹿市の文化振興について質 問

答弁:（教育部長）
　山鹿市の文化とは、数多くの歴史遺産等にとどまらず、今日まで受け継がれてきた芸術、文芸、郷土芸能な
ど山鹿の地で繰り返されてきた人々の暮らしすべてだと考える。
　さらなる文化振興には、文化組織の支援はもとより、文化財の保護と活用を両立させることで経済活動との
関連を深め、「文化の力を」産業・教育・観光などの幅広い分野で生かすための取り組みが必要だと考える。

　文化振興に対する基本的な考え方について問う。

　現状と今後の方向性について問う。

方保田東原遺跡空撮

丸山康昭議員
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情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
具
体
的
な
説
明
を
。

　　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
機
関
が
独
自

に
個
人
情
報
を
持
っ
て
い
る
。
12
桁

の
個
人
番
号
を
も
っ
て
介
し
、
個
人

情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。
同
一
人
を

確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　
番
号
制
度
に
つ
い
て
説
明
会
の
開

催
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　　
各
嘱
託
員
さ
ん
、民
生
・
児
童
委
員

さ
ん
方
を
全
部
で
は
な
い
が
回
っ
て

い
る
。
希
望
で
あ
る
が
老
人
会
か
ら

も
説
明
の
要
望
が
あ
る
の
で
訪
問
し

て
い
る
。
全
体
の
流
れ
を
示
し
た
広

報
チ
ラ
シ
の
配
布
を
検
討
し
て
い
る
。

　
山
鹿
市
の
場
合
、
空
き
家
等
の
対

応
は
ど
こ
ま
で
す
る
の
か
。

　
特
定
空
き
家
等
と
し
て
、
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
・
著
し
く
衛
生
的
に
有

害
・
著
し
く
景
観
を
損
な
う
・
生
活

環
境
上
不
適
切
な
空
き
家
に
対
し
て

山
鹿
市
全
体
を
対
象
と
し
て
行
う
。

　
災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
価
格
の
根
拠
と
指
名
競
争

入
札
参
加
は
何
社
か
。

　　
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
消
防
車
両
等

の
需
要
が
高
ま
り
、
車
両
価
格
が
高

額
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

指
名
競
争
入
札
参
加
は
４
社
、
山
鹿

市
の
物
品
購
入
登
録
業
者
名
簿
内
か

ら
選
定
し
て
い
る
。

　
投
票
所
が
減
少
し
て
い
る
が
今
後

の
対
応
は
。

　　
今
後
、
投
票
所
の
数
を
減
ら
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
３
０
０
０
人

を
超
す
よ
う
な
投
票
所
、
大
き
な
投

票
所
は
分
割
方
向
で
検
討
す
る
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
関
し
て
は
使
用

で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
る
と
思
う
が

対
応
は
ど
う
か
。

　
代
替
え
の
施
設
と
し
て
、
市
で
は

一
本
松
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面
、
鹿

央
、
菊
鹿
に
各
２
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
あ
る
。
そ
ち
ら
を
利
用
い
た
だ

く
よ
う
説
明
し
了
解
を
得
た
。

　
小
学
校
で
競
技
出
場
費
が
４
７
５

万
３
千
円
、
中
学
校
に
関
し
て
は
、

７
０
６
万
７
千
円
何
か
新
し
い
競
技

種
目
が
あ
っ
た
の
か
。

　
今
回
合
唱
の
九
州
大
会
が
沖
縄
で

開
催
の
予
定
で
、
山
鹿
小
学
校
、
米

田
小
学
校
２
校
が
参
加
す
る
た
め
。

　

（
学
校
規
模
適
正
化
事
業
）
３
５

８
９
万
９
千
円
の
中
で
３
２
０
０
万

円
が
工
事
費
と
聞
い
た
が
、
今
回
ど

の
よ
う
な
所
ま
で
や
る
の
か
。

　
今
回
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
米
田

小
学
校
の
増
築
棟
の
部
分
を
工
事
と

し
て
予
定
し
て
い
る
。
今
後
の
工
事

の
期
間
と
し
て
３
月
ま
で
に
工
事
が

完
了
す
る
分
を
見
越
し
て
今
回
の
補

正
額
を
計
上
し
て
い
る
。

　

（
小
学
校
学
校
管
理
費
）
委
託

料
・
不
用
額
４
９
５
万
７
０
２
０
円

と
な
る
理
由
は
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
料
の
入
札

の
結
果
、
落
札
率
が
54
％
か
ら
63
％

と
大
変
低
額
と
な
っ
た
関
係
で
３
つ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
　
９
月
８
日
開
催

◆
付
託
案
件
　
　
議
案
　
７
件…

可
決

　
　
　
　
　
　
　
認
定
　
１
件…

認
定

◆
主
な
審
査
内
容

■
総
務
部
関
係

■
教
育
委
員
会
関
係

議
案
第
83
号
　
山
鹿
市
個
人
番
号
の
利
用
に

関
す
る
条
例

議
案
第
86
号
　
山
鹿
市
社
会
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問答問問 答

問問問

問問 問

答答答

答答答答

問問 答答

議
案
第
92
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

認
定
第
１
号
　
平
成
26
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
84
号
　
山
鹿
市
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
87
号
　
平
成
27
年
山
鹿
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

認
定
第
１
号
　
平
成
26
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
５
０
０
万
円

の
入
札
残
が
で
た
。

　
児
童
館
４
カ
所
の
報
酬
額
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
１
１
１
８
万
円
、
４
カ
所
で
１
名

は
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、
７
名
の

児
童
館
嘱
託
員
の
報
酬
と
な
る
。

　

（
方
保
田
東
原
遺
跡
保
存
整
備
活

用
事
業
）
一
部
の
私
有
地
を
購
入
で

き
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、
買
収
価
格

が
影
響
し
て
い
る
の
か
、
他
に
要
因

が
あ
る
の
か
。

　
価
格
に
つ
い
て
は
単
価
を
決
め
て

い
る
。
場
所
に
よ
っ
て
基
準
単
価
を

設
け
そ
の
価
格
に
沿
っ
た
形
で
提
示

し
て
い
る
。

AED（自動体外式除細動器）

６次産業化総合対策事業による
商品開発作業状況

北原昭三議員

吉本政幸議員

コンビニへのＡＥＤ設置について質 問

答弁:（市長）
　市民の命を守るとの観点から、コンビニへのAED設置についての市長の見解を問う。

　市民が安心して暮らせるまちづくりを目指しており、今後、
コンビニへのＡＥＤ導入については、先進地の状況等を参考
とし、検討していきたいと考える。

認知症対策推進総合戦略について質 問

答弁:（福祉部長）

　認知症の方の介護者の負担軽減を図る「認知症カフェ」等の設置についてどのよう
に考えているか問う。

　平成27年度中に、鹿本地域と鹿央地域にそれぞれ１カ所ずつ開設の予定がある。認
知症の方やその家族のニーズを的確に捉え、地域の実情に応じた取り組みを推進して
いきたい。

水銀フリーに向けた取り組みについて質 問

答弁:（市民部長）
　水銀含有製品の使用削減など、市民の皆様への周知徹底が必要と思う。どのような方法で周知をするのか問う。

　広報やまがやホームページ等を活用し、また、環境課で発行している環境便等を利
用し市民の皆様へ周知を図る。

市営住宅の現状と今後の方向性について質 問

答弁:（建設部長）
　建設から、50年を経過した木造住宅を、今後どのように考えているか問う。

　老朽化が著しい状況であり、今後、改善を加えてまでの継続使用が可能かなど、比
較検討しながら用途廃止も考えていきたい。

農業担い手支援総合対策事業について質 問

答弁:（経済部長）
　決算における主な予算の低執行率の要因と事業周知の方法等について問う。

　新規就農総合支援事業（※１）は、国の経済対策により予算を繰越して執行したこ
と、また、経営体育成支援事業（※２）は、申請に対し国の採択が少なかったことな
どが執行率低下の要因である。
　事業の周知については、説明書の全世帯配布や認定農業者など関係者へ文書で通知
している。今後も、現行の継承とアドバイザーを有効活用し担い手支援を図る。
（※1）新規就農総合支援事業＝青年で新規に就農を目指す人を支援する事業
（※2）経営体育成支援事業＝多様な農業経営の育成・確保に取り組むための支援事業

6次産業化総合支援事業について質 問

答弁:（経済部長）
　決算における執行率の要因と事業周知の方法等について問う。

　本市の豊富な地域資源を生かして、農林産物の生産・加工・販売を一体
化する６次産業化に取り組む農林業者等を支援するため、６次産業化総合
支援事業に取り組んでいる。平成26年度は見込み数より事業の実施が少な
かったことなどが執行率低下の要因である。
　事業については、全世帯に説明書を配布するなどして周知している。

今後の農林業行政について質 問
答弁:（経済部長）
　本市の基幹産業である農林業の活性化を図るため、日本型直接支払などを中心に国の支援制度を有効に活用
し、引き続き「収益性の高い農林業」の実現を念頭に、地域の個性や資源を生かした地域の実情にあった施策
を展開することで、地域に「活力」を生み出せるよう支援策を講じていきたいと考えている。
　事業については、全世帯に説明書を配布するなどして周知している。

番
号
制
度
導
入
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
！

番
号
制
度
導
入
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
！
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平
成
26
年
度
　予
算
執
行
の
評
価
と
認
定
を
審
議
！

平
成
26
年
度
　予
算
執
行
の
評
価
と
認
定
を
審
議
！

　
通
知
カ
ー
ド
（
行
政
手
続
き
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
）
に
つ
い
て
市
民
へ
の
啓
発

は
さ
れ
て
い
る
か
。 

　　
通
知
カ
ー
ド
は
、
簡
易
書
留
に
て

全
世
帯
へ
送
付
す
る
。
写
真
付
き
の

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
任
意
）
は
申
請

が
必
要
で
あ
る
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

出
前
講
座
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
各
種
予
防
対
策
事
業
の
執
行
率
を

も
っ
と
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　　
小
児
の
予
防
接
種
率
は
高
く
な
っ

て
い
る
。
成
人
の
予
防
接
種
率
も
高

く
な
る
よ
う
勧
奨
し
て
い
く
。

　　
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
Ｐ
Ｒ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　　
固
定
資
産
税
の
通
知
用
の
封
筒

（
裏
面
）
に
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

促
進
」
の
案
内
を
記
載
し
た
こ
と
に

よ
り
、
成
果
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
肝
い
り
ど
ん
事
業
の
成
果
は
ど
う

か
。

　　
個
々
の
お
見
合
い
だ
け
で
は
な
く
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
た
。
登
録

者
へ
の
講
座
開
催
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。
平
成
26
年
度
は
交
際
7
組
、
成

婚
1
組
で
あ
っ
た
。

　　
燃
や
す
ご
み
の
減
量
化
と
生
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
モ
デ
ル

地
区
を
設
け
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　　
収
集
単
価
が
高
額
に
な
り
費
用
対

効
果
が
現
れ
て
い
な
い
た
め
、
市
民

へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
検
証
し
、

見
直
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
関
係

課
と
協
議
を
し
て
い
く
。

　　
行
政
区
の
統
合
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
現
状
は
進
ん
で
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
少
な
い
戸
数
は
あ
る
程

度
の
基
準
を
設
け
て
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

　
　
　
嘱
託
員
連
合
会
と
協
議
中
で
あ
る
。

戸
数
は
１
０
０
戸
を
目
安
と
し
て
い

る
が
、
地
理
的
状
況
も
考
慮
し
、
今

後
新
た
な
方
策
を
構
築
し
て
い
き
た

い
。

　　
障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
、
相
談
件
数
が
大
幅
に

増
加
し
た
要
因
は
何
か
。

　　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
平
成
24

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
間
に
計
画

相
談
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　　
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

13
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
医
療
費
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　　
平
成
27
年
1
月
分
は
３
４
３
万
５

千
円
だ
っ
た
。
年
間
４
３
７
０
万
円

見
込
ん
で
い
る
。

　　
食
の
自
立
支
援
事
業
で
は
配
食
サ

ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
糖
尿

病
な
ど
の
治
療
食
や
刻
み
食
の
提
供

は
で
き
る
の
か
。

　　
事
業
所
に
よ
っ
て
は
、
治
療
食
も

刻
み
食
も
提
供
可
能
で
あ
る
。

　
診
療
の
受
付
を
午
後
ま
で
で
き
な

い
か
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
ど
の
様

に
考
え
る
か
。

　　
午
前
は
外
来
診
療
、
午
後
は
入
院

患
者
の
診
療
や
手
術
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
　9
月
7
日
開
催

　
　◆
付
託
案
件
　議
案
　6
件…

可
決

　
　
　
　
　
　
　
　認
定
　5
件…

認
定

◆
主
な
審
査
内
容

議
案
第
85
号
　山
鹿
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問問問 答答答

問問問

問問問問

答 答

答答答答答

認
定
第
1
号
　平
成
26
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
12
号
　平
成
26
年
度
山
鹿
市
病
院
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

太田黒鐵郎議員

冨田弘海議員

医療介護総合確保推進法に伴う地域医療構想について質 問

答弁:（市民医療センター事務部長）

　熊本県でも３割の病床が過剰だとの報道記事が出ていたが、医療センターにおいても
３割削減されるのか。

　県で地域医療構想の策定が進められており、当地域にも将来の医療提供体制や目標病床
数など構想が示される予定である。病床削減については、休床状態にある病床の削減など
はあるが、実質的な影響はなく、現在での病床運用ができるものと考えている。今後も、
急性期を担う公的病院の責務として、診療体制の充実を図り、地域中核病院としての役割
を果たしていく。

公職選挙法の改正に伴う今後の対応について質 問

答弁:（①選挙管理委員会事務局長　②教育長）
　選挙権年齢の満18歳引き下げに伴う、児童・生徒への選挙啓発について問う。

①米のブランド化について　②中山間地域の農業振興策について

①今後、小・中・高校での政治教育、主権者教育が拡充され、秋には、高校で選挙の意義や重要性を学ぶため
　の副教材が配布される。本市選管では、小・中・高校対象に県選管実施の「選挙出前授業」の活用を促し、
　児童会・生徒会選挙の際の投票箱等の貸出し、出前講座、模擬投票の
　実施などの啓発活動に取組む。
②投票行動を通して国や行政の意思決定に関わっていく力を養う主権者
　教育を、これまで以上に小・中学校の授業のなかで取り組んでいく。
　政治的中立性を堅持し、政治を身近に感じる教育を進める。

公共施設の有効利活用について質 問
答弁:（教育部長）
　旧岩野小グラウンドは、地域の高齢者のスポーツ活動等を中心に、年
間約2,500名の利用があり、鹿北グラウンドとの役割分担を見直し、利
活用を検討する

菊鹿統合小学校の開校に向けた通学路の整備状況について質 問
答弁:（教育部長）
　昨年に危険箇所の合同点検を関係者と行い、９カ所については対応を済ませた。また、
今年度中に市道の歩道設置工事を含む５カ所を終える予定である。ただ、県道熊本菊鹿
線の歩道設置工事については、用地交渉が済み次第着工する予定である。

米作農業の振興策について質 問

答弁:（市長）
①これまで「合鴨米」や「棚田米」など、地域の主体的なブランド化へ
　の支援を実施しており、今後も生産者とＪＡ及び市が一体となり、
　「安全でうまい米」「売れる米」戦略を実施していく。
②国の中山間政策を有効活用し、集落営農や農業法人の設立、また都市
　住民との交流拡大など、地域の主体的な取り組みや企業の農業参入に
　よる地域との連携を支援していく。

　現在の移住・定住の取り組み状況と今後の定住策について市長の思いを問う。
定住促進対策について質 問

答弁:（市民部長） 　現在、結婚支援事業、空き家バンク制度による住宅の情報発信など取り組みを行っ
ている。今後は、若い世代が安心して就労し、希望通り結婚し、妊娠・出産・子育て
ができるような環境整備を進めていくため総合戦略に合わせ取り組む。

答弁:（市長）・豊かな自然環境や歴史･文化･教育等の地域資源を活かした魅力あるまちづくりに取り組む。
・経済政策と人口政策が車の両輪のごとく、相乗効果を発揮して、地域全体の活力を高める。
・山鹿への人の流れを創り、人材流失を抑制する。

市民福祉委員会　現地調査１
（地域活動支援センター｢伝承塾」利用者による
　い草うちわ作り）

市民福祉委員会　現地調査２
（鹿本地域療育センター「ぐんぐんロケット」）

8月20日市内高校生による模擬投票の様子

五郎丸に設置されている米看板

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
現
状
の
と
お

り
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
待
ち

時
間
短
縮
も
努
力
し
た
い
。

　現
地
調
査

　
①
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　伝
承
塾
（
山

　鹿
市
鹿
本
町
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
通
い
な
が
ら
、
い
草

う
ち
わ
作
り
等
の
創
作
的
活
動
や
う
ち
わ
作

り
、
ビ
ー
ズ
製
品
製
作
等
の
生
産
活
動
の
機

会
の
提
供
、
地
域
社
会
と
の
交
流
の
促
進
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

②
鹿
本
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー（
山
鹿
市
山
鹿
）

　
市
の
委
託
に
よ
り
療
育
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
事
業
内
容
等
は
、
在
宅
の
重
症
心
身

障
が
い
児(

者)

、
知
的
障
が
い
児
、
身
体
障

が
い
児
、
発
達
障
が
い
児
、
障
が
い
の
疑
い

が
あ
る
児
童
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
、

療
育
指
導
や
相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。
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６
月
・
７
月
の
豪
雨
と
猛
威
を
振
る
っ
た
８
月
の
台
風
15
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
！

６
月
・
７
月
の
豪
雨
と
猛
威
を
振
る
っ
た
８
月
の
台
風
15
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
！

建
設
経
済
常
任
委
員
会
　
9
月
4
日
開
催

◆
付
託
案
件
　
議
案
　
２
件…

承
認
・
可
決

　
　
　
　
　
　
認
定
　
９
件…

認
定

問答問問 答

問答 答

問答 問答

　
お
お
よ
そ
ど
の
辺
り
が
災
害
に
あ

っ
て
い
る
の
か
。

 

　
数
カ
所
あ
る
が
、
大
き
な
と
こ
ろ

で
は
、
山
鹿
地
区
志
々
岐
の
道
路
路

肩
が
崩
れ
て
い
る
。
現
在
も
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
。

　
主
な
農
地
災
害
の
場
所
は
ど
こ
か
。 

　
鹿
北
地
区
１
カ
所
、
菊
鹿
地
区
３

カ
所
で
あ
る
。

　
阿
蘇
火
山
活
動
降
灰
地
域
対
策
事

業
費
は
個
人
に
対
す
る
補
助
な
の
か
。 

　
茶
業
振
興
会
に
対
す
る
補
助
で
、

噴
霧
機
等
の
購
入
資
金
。
県
か
ら
３

分
の
１
、
市
か
ら
３
分
の
１
の
補
助

率
と
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
の
除
草
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。 

　
国
体
道
路
な
ど
の
幹
線
道
路
は
、

市
の
発
注
で
行
っ
て
い
る
が
、
地
域

の
生
活
道
路
は
、
住
民
の
区
役
等
で

行
っ
て
い
る
。

　
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
の
青
年

就
農
給
付
金
で
あ
る
が
、
夫
婦
が
３

組
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
夫

婦
の
場
合
の
交
付
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
１
人
年
間
１
５
０
万
円
の
交
付
で

あ
り
、
夫
婦
の
場
合
は
そ
の
１
・
５

倍
で
あ
る
。

　
不
能
欠
損
が
多
く
あ
る
が
、
内
容

は
な
に
か
。 

　
使
用
料
、
受
益
者
負
担
金
の
未
収

分
で
あ
り
、
今
後
回
収
で
き
な
い
と

さ
れ
る
金
額
で
あ
る
。

■
９
月
定
例
会
閉
会
日
に
追
加
議
案

　
と
し
て
台
風
15
号
の
被
害
に
関
す

　
る
災
害
復
旧
費
の
補
正
予
算
が
提

　
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
81
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度
　
山
鹿
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
））

　
６
月
・
７
月
に
あ
っ
た
豪
雨
災
害
の
復
旧

に
関
す
る
事
業
及
び
応
急
対
策
の
経
費
で
あ

る
。

認
定
第
1
号
　
平
成
26
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
13
号
　
平
成
26
年
度
山
鹿
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
87
号
　
平
成
27
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
現
地
調
査

◆
主
な
審
査
内
容

建設経済委員会　現地調査２（道路通行止め区間の現地説明）

建設経済委員会　現地調査３（三楠の竹林被害）

　
８
月
25
日
に
猛
威
を
振
る
い
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
の
被
災
状
況
の
調

査
を
行
っ
た
。

１
　
菊
鹿
相
良
地
区
「
栗
園
」
被
害
状
況

　
栗
の
実
の
落
下
だ
け
で
な
く
、
木
自
体
に

も
被
害
が
及
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
年

だ
け
で
な
く
来
年
以
降
も
収
穫
量
が
減
少
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
話
で
あ
っ
た
。

　２
　
鹿
北
地
区
　
市
道
「
小
川
内
・
後
川
内

　
線
」
倒
木
に
よ
る
道
路
通
行
禁
止
区

　
倒
木
区
間
と
し
て
、
椎
持
地
内
の
道
路
を

調
査
し
た
。
倒
木
が
１
５
０
ｍ
と
４
５
０
ｍ

の
２
区
間
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
通

行
が
で
き
な
い
た
め
、
１
区
間
の
み
の
調
査

で
あ
っ
た
。

　
全
面
開
通
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　３
　
鹿
北
三
楠
地
区
「
竹
林
」
の
被
災
状
況

　
復
旧
ま
で
に
は
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

服部香代議員

読書推進の取組みについて質 問

答弁:（教育部長）

　図書館運営においてボランティアが業務サポートをされているが、今後の運営を
どう考えるか。また、小中学校に配置されている読書活動推進員による図書室整備
や読書推進、授業の援助等をさらに充実させるために増員はできないのか問う。

　それぞれの図書館の個性を活かし新たな企画も考えたい。ボランティアとは連携
を強化し、管理体制も含めた環境整備を進める。読書活動推進員の重要性は認識し
ている。今後も現状の体制の中で維持・向上できるよう努力したい。

山鹿地区公民館の設置について質 問

答弁:（教育部長）

　山鹿地区公民館は事務室のみしかなく活動の拠点となる環境が整っていない。平成 26年 12月議会で適切
な場所の確保に努力したいと答弁されたが、進んでいるのか。

　現状の環境改善に努めつつ、山鹿地区公民館としてふさわしい候補地について検討していきたい。

学校規模適正化による学校再編の進め方について質 問

答弁:（教育部長）

　学校再編は児童生徒の教育環境整備が目的であるが、地域では伝統や文化が途切れてしまう恐れもある。逆
に、統合再編を契機として、将来の地域をどう構築していくかを考えねばならない。だから地域への丁寧な説
明が必要だがどのような手順で進められているのか問う。

　統合の必要性や枠組みをPTAや地域代表（校区長、嘱託員）に説明する。
次に具体的な計画（枠組みや位置等）を統合準備委員会（地域、保護者、学
校各代表）で検討、協議をする。同時に計画案について地区説明会を行い経
過等をチラシにより広報する。地域説明会や準備委員会の協議を基に最終的
に教育委員会で決定する。

市政のここが聞きたい！市政のここが聞きたい！市政のここが聞きたい！
インターネット録画配信をご覧いただけます。
山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

の順にクリックしてください。

➡ ➡
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行政視察報告行政視察報告 ～先進地研修を終えて～

【和歌山県和歌山市】
①和歌山市まちなか再生計画について
　　市民を対象に、数回のセミナー＆セッション、ワークショップを行い、市民による提案「2030和歌山構想」
　がまとめられまちなか再生計画が策定され、実行されている。
②みんなの学校について
　　空き店舗を利用して、アンテナショップを兼ねた施設として、大学・高校・商店街・自治会と行政が連携し、
　賑わい創出を図る施設として運営されている。
【三重県亀山市】
①亀山市民間活用市営住宅事業について
　　民間が経営するアパートを市が借り上げ、市営住宅として貸し出している。メリット・デメリットと両面あ
　るが、今後、検討価値のある内容ではないかと感じた。
【滋賀県甲賀市】
①信楽伝統産業会館概要について
　　国の伝統工芸品として指定を受けた「信楽焼」について、国・県の支援により建設された会館である。山鹿
　灯籠が平成25年12月に国の伝統工芸品として指定を受け、これからの展示方法やPRを図っていく上で、参考
　となった。

【北海道札幌市】
　札幌市民防災センターでは、各種災害の疑似体験を通じて、防火・防災に関する知識や災害時の行動を学ぶこ
とができた。概要説明を聞き、災害から身を守るすべや日ごろの備えの大切さを学ぶことができた。本市市民へ
の防災啓発のあり方を考える上で、大変参考となった。
　【北海道函館市】
　函館市では、「函館市地域交流まちづくりセンター」を訪問し、指定管理者による公共施設の運営方法及び定
住化促進事業について調査した。
　市民交流やＮＰＯなどの市民活動支援、観光案内を初め地域の情報発信を通じ、函館地域のコミュニケーショ
ンやまちづくり活動をサポートされている。
　定住化促進事業の取り組みでは、移住に関する相談受付、情報発信、並びに移住者相互及び移住者と市民との
交流促進を業務として実施されている。
　多くの点について活発な質疑応答が行われた。今後、本市の移住・定住化事業の取り組みを展開する上で大変
参考になった。

【埼玉県和光市】
①介護予防事業、地域包括ケアシステムの実践について
　　詳細なニーズ調査を行い、自立支援型ケアマネジメントを実施し医療連携にも力を入れ介護要支援者の人数
　を大幅に減少させている。
　　このシステムに山鹿市では認知症サポーターとの連携を組み込むことで、介護予防はさらに拡充できるので
　はないだろうか。
【埼玉県さいたま市】
①介護ボランティアポイント制度の取組み
　　社会参加による介護予防が主な目的。登録施設で介護、清掃、話し相手等を行い、それに応じたポイントを付
　与し、商品券に交換し市内の協賛店で使用できる。より多くボランティア参加できる方法として参考になった。
②総合療育センターひまわり学園現地視察
　　運動及び精神発達等に心配のある乳幼児に対して診察、検査、訓練、相談を行っている。療育の拠点施設で
　あり支援学校も隣接している。
【東京都墨田区】
①すみだ環境ふれあい館
　　廃校を活用した体験型学習施設で、関連図書、資料展示、実験等で雨水利用の必要性を学べる。区をあげて
　の取組みは環境教育、防災対策となっており、山鹿市においても一貫した教育、啓発を行うことで防災にも大
　きな役割を担うものと思われる。

議会報告会でのみなさまのご意見とご質問議会報告会でのみなさまのご意見とご質問
Vol.１

　５月に開催いたしました議会報告会。各会場には、多くの市民の方々に
参加していただきました。
　その際、様々なご意見やご質問をお受けいたしましたが、その中で今回、
一部をご紹介いたします。

Q　農業後継者の育成について。新規就農者への
　支援はあるが親元就農者への支援制度はありま
　すか。また、支援制度がない場合、議会はどう
　考えておられるのでしょうか。

Ａ　現在、山鹿市で行っている事業には親元就農
　者に限っての支援となる事業は行われていませ
　ん。農業者への国の支援制度は多岐にわたって
　いるため、親元就農者に活用できる支援制度を
　探していくとともに、山鹿市単独事業としても
　実施できないか、または柔軟に対応できるよう
　支援制度を改正していくよう議会（建設経済常
　任委員会）として要望していきます。

Q　地域活動支援センター（市の委託事業）の存
　続について市内事業所を代表して、支援をお願
　いします。現在の条件が厳しくこのままいくと
　すべての事業所がなくなってしまいます。弱者
　を切り捨てないで欲しいです。

Ａ　議会（市民福祉常任委員会）を開き、市から
　の説明を聞いた後議論しました。市からは､｢条
　件は国、県の提示であり条件そのものは変えら
　れないが、クリアできるように市でも積極的に
　取り組む」との回答を得ました。今後も市民福
　祉の後退にならないよう申し入れを行いました。
　（※平成27年9月号広報やまがに地域活動支援
　センターの利用促進の記事が掲載されました｡)

Q　来年から選挙権年齢が18歳以上に引き下げ
　られましたが、議会の考えをお聞きします。

Ａ　大きな意義のある改革であり、歓迎したい。
　未来を担う若い世代が政治に関心を持っていた
　だく、そして主体的に考える契機となることを
　願いたいと思っています。

◆高校生の一部も有権者となることから、８月に
　は議会（議会活性化特別委員会）主催で市内 4
　高校の 21 名の高校生との意見交換会、選挙制
　度や議会のしくみの説明、模擬投票を実施しま
　した。（P12参照）　

Q　議会定例会の日程及び一般質問事項を早く周
　知できないでしょうか。

Ａ　年間の議会定例会の日程を計画し、山鹿市の
　ホームページ（市議会）で広報しています。ま
　た、一般質問の項目は発言通告後すみやかに
　ホームページ（同）に掲載していきます。
　　なお、平成27年6月定例議会より一般質問の
　録画をホームページで視聴できるようになって
　います。

●建設経済常任委員会行政視察　平成27年8月2日～4日

●総務文教常任委員会行政視察　平成27年7月28日～30日

●市民福祉常任委員会行政視察　平成27年8月5日～7日
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行政視察報告行政視察報告 ～先進地研修を終えて～

【和歌山県和歌山市】
①和歌山市まちなか再生計画について
　　市民を対象に、数回のセミナー＆セッション、ワークショップを行い、市民による提案「2030和歌山構想」
　がまとめられまちなか再生計画が策定され、実行されている。
②みんなの学校について
　　空き店舗を利用して、アンテナショップを兼ねた施設として、大学・高校・商店街・自治会と行政が連携し、
　賑わい創出を図る施設として運営されている。
【三重県亀山市】
①亀山市民間活用市営住宅事業について
　　民間が経営するアパートを市が借り上げ、市営住宅として貸し出している。メリット・デメリットと両面あ
　るが、今後、検討価値のある内容ではないかと感じた。
【滋賀県甲賀市】
①信楽伝統産業会館概要について
　　国の伝統工芸品として指定を受けた「信楽焼」について、国・県の支援により建設された会館である。山鹿
　灯籠が平成25年12月に国の伝統工芸品として指定を受け、これからの展示方法やPRを図っていく上で、参考
　となった。

【北海道札幌市】
　札幌市民防災センターでは、各種災害の疑似体験を通じて、防火・防災に関する知識や災害時の行動を学ぶこ
とができた。概要説明を聞き、災害から身を守るすべや日ごろの備えの大切さを学ぶことができた。本市市民へ
の防災啓発のあり方を考える上で、大変参考となった。
　【北海道函館市】
　函館市では、「函館市地域交流まちづくりセンター」を訪問し、指定管理者による公共施設の運営方法及び定
住化促進事業について調査した。
　市民交流やＮＰＯなどの市民活動支援、観光案内を初め地域の情報発信を通じ、函館地域のコミュニケーショ
ンやまちづくり活動をサポートされている。
　定住化促進事業の取り組みでは、移住に関する相談受付、情報発信、並びに移住者相互及び移住者と市民との
交流促進を業務として実施されている。
　多くの点について活発な質疑応答が行われた。今後、本市の移住・定住化事業の取り組みを展開する上で大変
参考になった。

【埼玉県和光市】
①介護予防事業、地域包括ケアシステムの実践について
　　詳細なニーズ調査を行い、自立支援型ケアマネジメントを実施し医療連携にも力を入れ介護要支援者の人数
　を大幅に減少させている。
　　このシステムに山鹿市では認知症サポーターとの連携を組み込むことで、介護予防はさらに拡充できるので
　はないだろうか。
【埼玉県さいたま市】
①介護ボランティアポイント制度の取組み
　　社会参加による介護予防が主な目的。登録施設で介護、清掃、話し相手等を行い、それに応じたポイントを付
　与し、商品券に交換し市内の協賛店で使用できる。より多くボランティア参加できる方法として参考になった。
②総合療育センターひまわり学園現地視察
　　運動及び精神発達等に心配のある乳幼児に対して診察、検査、訓練、相談を行っている。療育の拠点施設で
　あり支援学校も隣接している。
【東京都墨田区】
①すみだ環境ふれあい館
　　廃校を活用した体験型学習施設で、関連図書、資料展示、実験等で雨水利用の必要性を学べる。区をあげて
　の取組みは環境教育、防災対策となっており、山鹿市においても一貫した教育、啓発を行うことで防災にも大
　きな役割を担うものと思われる。

議会報告会でのみなさまのご意見とご質問議会報告会でのみなさまのご意見とご質問
Vol.１

　５月に開催いたしました議会報告会。各会場には、多くの市民の方々に
参加していただきました。
　その際、様々なご意見やご質問をお受けいたしましたが、その中で今回、
一部をご紹介いたします。

Q　農業後継者の育成について。新規就農者への
　支援はあるが親元就農者への支援制度はありま
　すか。また、支援制度がない場合、議会はどう
　考えておられるのでしょうか。

Ａ　現在、山鹿市で行っている事業には親元就農
　者に限っての支援となる事業は行われていませ
　ん。農業者への国の支援制度は多岐にわたって
　いるため、親元就農者に活用できる支援制度を
　探していくとともに、山鹿市単独事業としても
　実施できないか、または柔軟に対応できるよう
　支援制度を改正していくよう議会（建設経済常
　任委員会）として要望していきます。

Q　地域活動支援センター（市の委託事業）の存
　続について市内事業所を代表して、支援をお願
　いします。現在の条件が厳しくこのままいくと
　すべての事業所がなくなってしまいます。弱者
　を切り捨てないで欲しいです。

Ａ　議会（市民福祉常任委員会）を開き、市から
　の説明を聞いた後議論しました。市からは､｢条
　件は国、県の提示であり条件そのものは変えら
　れないが、クリアできるように市でも積極的に
　取り組む」との回答を得ました。今後も市民福
　祉の後退にならないよう申し入れを行いました。
　（※平成27年9月号広報やまがに地域活動支援
　センターの利用促進の記事が掲載されました｡)

Q　来年から選挙権年齢が18歳以上に引き下げ
　られましたが、議会の考えをお聞きします。

Ａ　大きな意義のある改革であり、歓迎したい。
　未来を担う若い世代が政治に関心を持っていた
　だく、そして主体的に考える契機となることを
　願いたいと思っています。

◆高校生の一部も有権者となることから、８月に
　は議会（議会活性化特別委員会）主催で市内 4
　高校の 21 名の高校生との意見交換会、選挙制
　度や議会のしくみの説明、模擬投票を実施しま
　した。（P12参照）　

Q　議会定例会の日程及び一般質問事項を早く周
　知できないでしょうか。

Ａ　年間の議会定例会の日程を計画し、山鹿市の
　ホームページ（市議会）で広報しています。ま
　た、一般質問の項目は発言通告後すみやかに
　ホームページ（同）に掲載していきます。
　　なお、平成27年6月定例議会より一般質問の
　録画をホームページで視聴できるようになって
　います。

●建設経済常任委員会行政視察　平成27年8月2日～4日

●総務文教常任委員会行政視察　平成27年7月28日～30日

●市民福祉常任委員会行政視察　平成27年8月5日～7日
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と
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を
振
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８
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台
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に
よ
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６
月
・
７
月
の
豪
雨
と
猛
威
を
振
る
っ
た
８
月
の
台
風
15
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
！

建
設
経
済
常
任
委
員
会
　
9
月
4
日
開
催

◆
付
託
案
件
　
議
案
　
２
件…

承
認
・
可
決

　
　
　
　
　
　
認
定
　
９
件…

認
定

問答問問 答

問答 答

問答 問答

　
お
お
よ
そ
ど
の
辺
り
が
災
害
に
あ

っ
て
い
る
の
か
。

 

　
数
カ
所
あ
る
が
、
大
き
な
と
こ
ろ

で
は
、
山
鹿
地
区
志
々
岐
の
道
路
路

肩
が
崩
れ
て
い
る
。
現
在
も
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
。

　
主
な
農
地
災
害
の
場
所
は
ど
こ
か
。 

　
鹿
北
地
区
１
カ
所
、
菊
鹿
地
区
３

カ
所
で
あ
る
。

　
阿
蘇
火
山
活
動
降
灰
地
域
対
策
事

業
費
は
個
人
に
対
す
る
補
助
な
の
か
。 

　
茶
業
振
興
会
に
対
す
る
補
助
で
、

噴
霧
機
等
の
購
入
資
金
。
県
か
ら
３

分
の
１
、
市
か
ら
３
分
の
１
の
補
助

率
と
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
の
除
草
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。 

　
国
体
道
路
な
ど
の
幹
線
道
路
は
、

市
の
発
注
で
行
っ
て
い
る
が
、
地
域

の
生
活
道
路
は
、
住
民
の
区
役
等
で

行
っ
て
い
る
。

　
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
の
青
年

就
農
給
付
金
で
あ
る
が
、
夫
婦
が
３

組
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
夫

婦
の
場
合
の
交
付
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
１
人
年
間
１
５
０
万
円
の
交
付
で

あ
り
、
夫
婦
の
場
合
は
そ
の
１
・
５

倍
で
あ
る
。

　
不
能
欠
損
が
多
く
あ
る
が
、
内
容

は
な
に
か
。 

　
使
用
料
、
受
益
者
負
担
金
の
未
収

分
で
あ
り
、
今
後
回
収
で
き
な
い
と

さ
れ
る
金
額
で
あ
る
。

■
９
月
定
例
会
閉
会
日
に
追
加
議
案

　
と
し
て
台
風
15
号
の
被
害
に
関
す

　
る
災
害
復
旧
費
の
補
正
予
算
が
提

　
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
81
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度
　
山
鹿
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
））

　
６
月
・
７
月
に
あ
っ
た
豪
雨
災
害
の
復
旧

に
関
す
る
事
業
及
び
応
急
対
策
の
経
費
で
あ

る
。

認
定
第
1
号
　
平
成
26
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
13
号
　
平
成
26
年
度
山
鹿
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
87
号
　
平
成
27
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
現
地
調
査

◆
主
な
審
査
内
容

建設経済委員会　現地調査２（道路通行止め区間の現地説明）

建設経済委員会　現地調査３（三楠の竹林被害）

　
８
月
25
日
に
猛
威
を
振
る
い
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
の
被
災
状
況
の
調

査
を
行
っ
た
。

１
　
菊
鹿
相
良
地
区
「
栗
園
」
被
害
状
況

　
栗
の
実
の
落
下
だ
け
で
な
く
、
木
自
体
に

も
被
害
が
及
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
年

だ
け
で
な
く
来
年
以
降
も
収
穫
量
が
減
少
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
話
で
あ
っ
た
。

　２
　
鹿
北
地
区
　
市
道
「
小
川
内
・
後
川
内

　
線
」
倒
木
に
よ
る
道
路
通
行
禁
止
区

　
倒
木
区
間
と
し
て
、
椎
持
地
内
の
道
路
を

調
査
し
た
。
倒
木
が
１
５
０
ｍ
と
４
５
０
ｍ

の
２
区
間
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
通

行
が
で
き
な
い
た
め
、
１
区
間
の
み
の
調
査

で
あ
っ
た
。

　
全
面
開
通
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　３
　
鹿
北
三
楠
地
区
「
竹
林
」
の
被
災
状
況

　
復
旧
ま
で
に
は
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

服部香代議員

読書推進の取組みについて質 問

答弁:（教育部長）

　図書館運営においてボランティアが業務サポートをされているが、今後の運営を
どう考えるか。また、小中学校に配置されている読書活動推進員による図書室整備
や読書推進、授業の援助等をさらに充実させるために増員はできないのか問う。

　それぞれの図書館の個性を活かし新たな企画も考えたい。ボランティアとは連携
を強化し、管理体制も含めた環境整備を進める。読書活動推進員の重要性は認識し
ている。今後も現状の体制の中で維持・向上できるよう努力したい。

山鹿地区公民館の設置について質 問

答弁:（教育部長）

　山鹿地区公民館は事務室のみしかなく活動の拠点となる環境が整っていない。平成 26年 12月議会で適切
な場所の確保に努力したいと答弁されたが、進んでいるのか。

　現状の環境改善に努めつつ、山鹿地区公民館としてふさわしい候補地について検討していきたい。

学校規模適正化による学校再編の進め方について質 問

答弁:（教育部長）

　学校再編は児童生徒の教育環境整備が目的であるが、地域では伝統や文化が途切れてしまう恐れもある。逆
に、統合再編を契機として、将来の地域をどう構築していくかを考えねばならない。だから地域への丁寧な説
明が必要だがどのような手順で進められているのか問う。

　統合の必要性や枠組みをPTAや地域代表（校区長、嘱託員）に説明する。
次に具体的な計画（枠組みや位置等）を統合準備委員会（地域、保護者、学
校各代表）で検討、協議をする。同時に計画案について地区説明会を行い経
過等をチラシにより広報する。地域説明会や準備委員会の協議を基に最終的
に教育委員会で決定する。

市政のここが聞きたい！市政のここが聞きたい！市政のここが聞きたい！
インターネット録画配信をご覧いただけます。
山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

の順にクリックしてください。

➡ ➡
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平
成
26
年
度
　予
算
執
行
の
評
価
と
認
定
を
審
議
！

平
成
26
年
度
　予
算
執
行
の
評
価
と
認
定
を
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議
！

　
通
知
カ
ー
ド
（
行
政
手
続
き
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
）
に
つ
い
て
市
民
へ
の
啓
発

は
さ
れ
て
い
る
か
。 

　　
通
知
カ
ー
ド
は
、
簡
易
書
留
に
て

全
世
帯
へ
送
付
す
る
。
写
真
付
き
の

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
任
意
）
は
申
請

が
必
要
で
あ
る
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

出
前
講
座
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
各
種
予
防
対
策
事
業
の
執
行
率
を

も
っ
と
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
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小
児
の
予
防
接
種
率
は
高
く
な
っ

て
い
る
。
成
人
の
予
防
接
種
率
も
高

く
な
る
よ
う
勧
奨
し
て
い
く
。

　　
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
Ｐ
Ｒ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　　
固
定
資
産
税
の
通
知
用
の
封
筒

（
裏
面
）
に
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

促
進
」
の
案
内
を
記
載
し
た
こ
と
に

よ
り
、
成
果
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
肝
い
り
ど
ん
事
業
の
成
果
は
ど
う

か
。

　　
個
々
の
お
見
合
い
だ
け
で
は
な
く
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
た
。
登
録

者
へ
の
講
座
開
催
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。
平
成
26
年
度
は
交
際
7
組
、
成

婚
1
組
で
あ
っ
た
。

　　
燃
や
す
ご
み
の
減
量
化
と
生
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
モ
デ
ル

地
区
を
設
け
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　　
収
集
単
価
が
高
額
に
な
り
費
用
対

効
果
が
現
れ
て
い
な
い
た
め
、
市
民

へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
検
証
し
、

見
直
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
関
係

課
と
協
議
を
し
て
い
く
。

　　
行
政
区
の
統
合
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
現
状
は
進
ん
で
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
少
な
い
戸
数
は
あ
る
程

度
の
基
準
を
設
け
て
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

　
　
　
嘱
託
員
連
合
会
と
協
議
中
で
あ
る
。

戸
数
は
１
０
０
戸
を
目
安
と
し
て
い

る
が
、
地
理
的
状
況
も
考
慮
し
、
今

後
新
た
な
方
策
を
構
築
し
て
い
き
た

い
。

　　
障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
、
相
談
件
数
が
大
幅
に

増
加
し
た
要
因
は
何
か
。

　　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
平
成
24

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
間
に
計
画

相
談
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　　
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

13
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
医
療
費
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　　
平
成
27
年
1
月
分
は
３
４
３
万
５

千
円
だ
っ
た
。
年
間
４
３
７
０
万
円

見
込
ん
で
い
る
。

　　
食
の
自
立
支
援
事
業
で
は
配
食
サ

ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
糖
尿

病
な
ど
の
治
療
食
や
刻
み
食
の
提
供

は
で
き
る
の
か
。

　　
事
業
所
に
よ
っ
て
は
、
治
療
食
も

刻
み
食
も
提
供
可
能
で
あ
る
。

　
診
療
の
受
付
を
午
後
ま
で
で
き
な

い
か
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
ど
の
様

に
考
え
る
か
。

　　
午
前
は
外
来
診
療
、
午
後
は
入
院

患
者
の
診
療
や
手
術
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
　9
月
7
日
開
催

　
　◆
付
託
案
件
　議
案
　6
件…

可
決

　
　
　
　
　
　
　
　認
定
　5
件…

認
定

◆
主
な
審
査
内
容

議
案
第
85
号
　山
鹿
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問問問 答答答

問問問

問問問問

答 答

答答答答答

認
定
第
1
号
　平
成
26
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
12
号
　平
成
26
年
度
山
鹿
市
病
院
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

太田黒鐵郎議員

冨田弘海議員

医療介護総合確保推進法に伴う地域医療構想について質 問

答弁:（市民医療センター事務部長）

　熊本県でも３割の病床が過剰だとの報道記事が出ていたが、医療センターにおいても
３割削減されるのか。

　県で地域医療構想の策定が進められており、当地域にも将来の医療提供体制や目標病床
数など構想が示される予定である。病床削減については、休床状態にある病床の削減など
はあるが、実質的な影響はなく、現在での病床運用ができるものと考えている。今後も、
急性期を担う公的病院の責務として、診療体制の充実を図り、地域中核病院としての役割
を果たしていく。

公職選挙法の改正に伴う今後の対応について質 問

答弁:（①選挙管理委員会事務局長　②教育長）
　選挙権年齢の満18歳引き下げに伴う、児童・生徒への選挙啓発について問う。

①米のブランド化について　②中山間地域の農業振興策について

①今後、小・中・高校での政治教育、主権者教育が拡充され、秋には、高校で選挙の意義や重要性を学ぶため
　の副教材が配布される。本市選管では、小・中・高校対象に県選管実施の「選挙出前授業」の活用を促し、
　児童会・生徒会選挙の際の投票箱等の貸出し、出前講座、模擬投票の
　実施などの啓発活動に取組む。
②投票行動を通して国や行政の意思決定に関わっていく力を養う主権者
　教育を、これまで以上に小・中学校の授業のなかで取り組んでいく。
　政治的中立性を堅持し、政治を身近に感じる教育を進める。

公共施設の有効利活用について質 問
答弁:（教育部長）
　旧岩野小グラウンドは、地域の高齢者のスポーツ活動等を中心に、年
間約2,500名の利用があり、鹿北グラウンドとの役割分担を見直し、利
活用を検討する

菊鹿統合小学校の開校に向けた通学路の整備状況について質 問
答弁:（教育部長）
　昨年に危険箇所の合同点検を関係者と行い、９カ所については対応を済ませた。また、
今年度中に市道の歩道設置工事を含む５カ所を終える予定である。ただ、県道熊本菊鹿
線の歩道設置工事については、用地交渉が済み次第着工する予定である。

米作農業の振興策について質 問

答弁:（市長）
①これまで「合鴨米」や「棚田米」など、地域の主体的なブランド化へ
　の支援を実施しており、今後も生産者とＪＡ及び市が一体となり、
　「安全でうまい米」「売れる米」戦略を実施していく。
②国の中山間政策を有効活用し、集落営農や農業法人の設立、また都市
　住民との交流拡大など、地域の主体的な取り組みや企業の農業参入に
　よる地域との連携を支援していく。

　現在の移住・定住の取り組み状況と今後の定住策について市長の思いを問う。
定住促進対策について質 問

答弁:（市民部長） 　現在、結婚支援事業、空き家バンク制度による住宅の情報発信など取り組みを行っ
ている。今後は、若い世代が安心して就労し、希望通り結婚し、妊娠・出産・子育て
ができるような環境整備を進めていくため総合戦略に合わせ取り組む。

答弁:（市長）・豊かな自然環境や歴史･文化･教育等の地域資源を活かした魅力あるまちづくりに取り組む。
・経済政策と人口政策が車の両輪のごとく、相乗効果を発揮して、地域全体の活力を高める。
・山鹿への人の流れを創り、人材流失を抑制する。

市民福祉委員会　現地調査１
（地域活動支援センター｢伝承塾」利用者による
　い草うちわ作り）

市民福祉委員会　現地調査２
（鹿本地域療育センター「ぐんぐんロケット」）

8月20日市内高校生による模擬投票の様子

五郎丸に設置されている米看板

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
現
状
の
と
お

り
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
待
ち

時
間
短
縮
も
努
力
し
た
い
。

　現
地
調
査

　
①
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　伝
承
塾
（
山

　鹿
市
鹿
本
町
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
通
い
な
が
ら
、
い
草

う
ち
わ
作
り
等
の
創
作
的
活
動
や
う
ち
わ
作

り
、
ビ
ー
ズ
製
品
製
作
等
の
生
産
活
動
の
機

会
の
提
供
、
地
域
社
会
と
の
交
流
の
促
進
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

②
鹿
本
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー（
山
鹿
市
山
鹿
）

　
市
の
委
託
に
よ
り
療
育
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
事
業
内
容
等
は
、
在
宅
の
重
症
心
身

障
が
い
児(

者)

、
知
的
障
が
い
児
、
身
体
障

が
い
児
、
発
達
障
が
い
児
、
障
が
い
の
疑
い

が
あ
る
児
童
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
、

療
育
指
導
や
相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。
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情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
具
体
的
な
説
明
を
。

　　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
機
関
が
独
自

に
個
人
情
報
を
持
っ
て
い
る
。
12
桁

の
個
人
番
号
を
も
っ
て
介
し
、
個
人

情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。
同
一
人
を

確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　
番
号
制
度
に
つ
い
て
説
明
会
の
開

催
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　　
各
嘱
託
員
さ
ん
、民
生
・
児
童
委
員

さ
ん
方
を
全
部
で
は
な
い
が
回
っ
て

い
る
。
希
望
で
あ
る
が
老
人
会
か
ら

も
説
明
の
要
望
が
あ
る
の
で
訪
問
し

て
い
る
。
全
体
の
流
れ
を
示
し
た
広

報
チ
ラ
シ
の
配
布
を
検
討
し
て
い
る
。

　
山
鹿
市
の
場
合
、
空
き
家
等
の
対

応
は
ど
こ
ま
で
す
る
の
か
。

　
特
定
空
き
家
等
と
し
て
、
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
・
著
し
く
衛
生
的
に
有

害
・
著
し
く
景
観
を
損
な
う
・
生
活

環
境
上
不
適
切
な
空
き
家
に
対
し
て

山
鹿
市
全
体
を
対
象
と
し
て
行
う
。

　
災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
価
格
の
根
拠
と
指
名
競
争

入
札
参
加
は
何
社
か
。

　　
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
消
防
車
両
等

の
需
要
が
高
ま
り
、
車
両
価
格
が
高

額
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

指
名
競
争
入
札
参
加
は
４
社
、
山
鹿

市
の
物
品
購
入
登
録
業
者
名
簿
内
か

ら
選
定
し
て
い
る
。

　
投
票
所
が
減
少
し
て
い
る
が
今
後

の
対
応
は
。

　　
今
後
、
投
票
所
の
数
を
減
ら
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
３
０
０
０
人

を
超
す
よ
う
な
投
票
所
、
大
き
な
投

票
所
は
分
割
方
向
で
検
討
す
る
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
関
し
て
は
使
用

で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
る
と
思
う
が

対
応
は
ど
う
か
。

　
代
替
え
の
施
設
と
し
て
、
市
で
は

一
本
松
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面
、
鹿

央
、
菊
鹿
に
各
２
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
あ
る
。
そ
ち
ら
を
利
用
い
た
だ

く
よ
う
説
明
し
了
解
を
得
た
。

　
小
学
校
で
競
技
出
場
費
が
４
７
５

万
３
千
円
、
中
学
校
に
関
し
て
は
、

７
０
６
万
７
千
円
何
か
新
し
い
競
技

種
目
が
あ
っ
た
の
か
。

　
今
回
合
唱
の
九
州
大
会
が
沖
縄
で

開
催
の
予
定
で
、
山
鹿
小
学
校
、
米

田
小
学
校
２
校
が
参
加
す
る
た
め
。

　

（
学
校
規
模
適
正
化
事
業
）
３
５

８
９
万
９
千
円
の
中
で
３
２
０
０
万

円
が
工
事
費
と
聞
い
た
が
、
今
回
ど

の
よ
う
な
所
ま
で
や
る
の
か
。

　
今
回
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
米
田

小
学
校
の
増
築
棟
の
部
分
を
工
事
と

し
て
予
定
し
て
い
る
。
今
後
の
工
事

の
期
間
と
し
て
３
月
ま
で
に
工
事
が

完
了
す
る
分
を
見
越
し
て
今
回
の
補

正
額
を
計
上
し
て
い
る
。

　

（
小
学
校
学
校
管
理
費
）
委
託

料
・
不
用
額
４
９
５
万
７
０
２
０
円

と
な
る
理
由
は
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
料
の
入
札

の
結
果
、
落
札
率
が
54
％
か
ら
63
％

と
大
変
低
額
と
な
っ
た
関
係
で
３
つ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
　
９
月
８
日
開
催

◆
付
託
案
件
　
　
議
案
　
７
件…

可
決

　
　
　
　
　
　
　
認
定
　
１
件…

認
定

◆
主
な
審
査
内
容

■
総
務
部
関
係

■
教
育
委
員
会
関
係

議
案
第
83
号
　
山
鹿
市
個
人
番
号
の
利
用
に

関
す
る
条
例

議
案
第
86
号
　
山
鹿
市
社
会
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問答問問 答

問問問

問問 問

答答答

答答答答

問問 答答

議
案
第
92
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

認
定
第
１
号
　
平
成
26
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
84
号
　
山
鹿
市
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
87
号
　
平
成
27
年
山
鹿
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

認
定
第
１
号
　
平
成
26
年
度
山
鹿
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
５
０
０
万
円

の
入
札
残
が
で
た
。

　
児
童
館
４
カ
所
の
報
酬
額
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
１
１
１
８
万
円
、
４
カ
所
で
１
名

は
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、
７
名
の

児
童
館
嘱
託
員
の
報
酬
と
な
る
。

　

（
方
保
田
東
原
遺
跡
保
存
整
備
活

用
事
業
）
一
部
の
私
有
地
を
購
入
で

き
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、
買
収
価
格

が
影
響
し
て
い
る
の
か
、
他
に
要
因

が
あ
る
の
か
。

　
価
格
に
つ
い
て
は
単
価
を
決
め
て

い
る
。
場
所
に
よ
っ
て
基
準
単
価
を

設
け
そ
の
価
格
に
沿
っ
た
形
で
提
示

し
て
い
る
。

AED（自動体外式除細動器）

６次産業化総合対策事業による
商品開発作業状況

北原昭三議員

吉本政幸議員

コンビニへのＡＥＤ設置について質 問

答弁:（市長）
　市民の命を守るとの観点から、コンビニへのAED設置についての市長の見解を問う。

　市民が安心して暮らせるまちづくりを目指しており、今後、
コンビニへのＡＥＤ導入については、先進地の状況等を参考
とし、検討していきたいと考える。

認知症対策推進総合戦略について質 問

答弁:（福祉部長）

　認知症の方の介護者の負担軽減を図る「認知症カフェ」等の設置についてどのよう
に考えているか問う。

　平成27年度中に、鹿本地域と鹿央地域にそれぞれ１カ所ずつ開設の予定がある。認
知症の方やその家族のニーズを的確に捉え、地域の実情に応じた取り組みを推進して
いきたい。

水銀フリーに向けた取り組みについて質 問

答弁:（市民部長）
　水銀含有製品の使用削減など、市民の皆様への周知徹底が必要と思う。どのような方法で周知をするのか問う。

　広報やまがやホームページ等を活用し、また、環境課で発行している環境便等を利
用し市民の皆様へ周知を図る。

市営住宅の現状と今後の方向性について質 問

答弁:（建設部長）
　建設から、50年を経過した木造住宅を、今後どのように考えているか問う。

　老朽化が著しい状況であり、今後、改善を加えてまでの継続使用が可能かなど、比
較検討しながら用途廃止も考えていきたい。

農業担い手支援総合対策事業について質 問

答弁:（経済部長）
　決算における主な予算の低執行率の要因と事業周知の方法等について問う。

　新規就農総合支援事業（※１）は、国の経済対策により予算を繰越して執行したこ
と、また、経営体育成支援事業（※２）は、申請に対し国の採択が少なかったことな
どが執行率低下の要因である。
　事業の周知については、説明書の全世帯配布や認定農業者など関係者へ文書で通知
している。今後も、現行の継承とアドバイザーを有効活用し担い手支援を図る。
（※1）新規就農総合支援事業＝青年で新規に就農を目指す人を支援する事業
（※2）経営体育成支援事業＝多様な農業経営の育成・確保に取り組むための支援事業

6次産業化総合支援事業について質 問

答弁:（経済部長）
　決算における執行率の要因と事業周知の方法等について問う。

　本市の豊富な地域資源を生かして、農林産物の生産・加工・販売を一体
化する６次産業化に取り組む農林業者等を支援するため、６次産業化総合
支援事業に取り組んでいる。平成26年度は見込み数より事業の実施が少な
かったことなどが執行率低下の要因である。
　事業については、全世帯に説明書を配布するなどして周知している。

今後の農林業行政について質 問
答弁:（経済部長）
　本市の基幹産業である農林業の活性化を図るため、日本型直接支払などを中心に国の支援制度を有効に活用
し、引き続き「収益性の高い農林業」の実現を念頭に、地域の個性や資源を生かした地域の実情にあった施策
を展開することで、地域に「活力」を生み出せるよう支援策を講じていきたいと考えている。
　事業については、全世帯に説明書を配布するなどして周知している。

番
号
制
度
導
入
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
！

番
号
制
度
導
入
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
！
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平成27年9月定例会における審議結果表
議案等番号 案　　　　　　　　　　　　件 結　果
議案第81号
議案第82号
議案第83号
議案第84号
議案第85号
議案第86号
議案第87号
議案第88号
議案第89号
議案第90号
議案第91号
議案第92号
認定第１号
認定第２号
認定第３号
認定第４号
認定第５号
認定第６号
認定第７号
認定第８号
認定第９号
認定第10号
認定第11号
認定第12号
認定第13号
議案第93号
議員提出議案第3号

専決処分の承認を求めることについて（平成27年度山鹿市一般会計補正予算（第2号)）
山鹿市個人情報保護条例の一部を改正する条例
山鹿市個人番号の利用に関する条例
山鹿市空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例
山鹿市手数料条例の一部を改正する条例 
山鹿市社会体育施設条例の一部を改正する条例
平成27年度山鹿市一般会計補正予算（第３号）
平成27年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
平成27年度山鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成27年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
平成27年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号）
財産の取得について
平成26年度山鹿市一般会計歳入歳出決算の認定について 
平成26年度山鹿市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度城北財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度稲田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度稲田六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成26年度山鹿市水道事業会計決算の認定について
平成26年度山鹿市病院事業会計決算の認定について
平成26年度山鹿市下水道事業会計決算の認定について
平成27年度山鹿市一般会計補正予算（第４号） 
山鹿市議会会議規則の一部を改正する規則

承　認
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
可　決
可　決

永田紘二議員

丸山康昭議員

米野岳中学校区統合小学校について質 問

答弁:（教育長）
①改めて統合の個別説明は行っていない。これまで段階を追って説明してきたが、今後も統合校の具体的なあ
　り方の説明を行い、前向きな理解を得ていきたい。
②訴訟となれば非常に残念なことだが、開校に向けて具体的に検討しているので、今後も、地域の皆様のご意
　見等を踏まえた協議・検討を重ね進めていきたい。
③施設整備は、当初から既存の敷地や施設を有効に
　活用する計画であり、老朽化が進んでいる施設は、
　老朽度合いを判断する耐力度調査の結果に基づき
　整備を行ってきた。今後も、耐力度調査の結果を
　基に施設整備を計画していく。





























































賛　否　表 ○は賛成　●は反対　欠は欠席

上記以外の案件は全会一致で審議結果表のとおりとなりました。（議長は採決には加わりません）

◎
議
案
第
93
号
　
平
成
27
年
度
山
鹿
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　　
８
月
25
日
に
発
生
し
た
台
風
15
号
の
被

害
に
よ
る
災
害
復
旧
の
際
、
現
在
の
予
算

に
お
い
て
、
不
足
分
が
生
じ
た
た
め
補
正

予
算
が
追
加
提
案
さ
れ
た
。

　
　
１
億
４
３
０
１
万
１
千
円

（
主
な
補
正
内
容
）

・
罹
災
ご
み
処
理
　
　
　
１
０
０
０
万
円

・
農
業
用
施
設
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
４
５
万
２
千
円

・
土
木
施
設
復
旧
費
　
　
３
７
０
０
万
円

・
公
立
学
校
施
設
復
旧
費
１
３
０
８
万
円

・
社
会
教
育
施
設
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
６
３
万
３
千
円

　
他
に
林
業
施
設
・
公
園
施
設
・
公
営
住

宅
施
設
・
社
会
福
祉
施
設
・
社
会
体
育
施

設
等
の
災
害
復
旧
費
の
補
正
が
あ
っ
た
。

丸
山
康
昭
議
員

　◎
議
案
第
87
号
　
平
成
27
年
度
山
鹿
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
米

野
岳
中
学
校
区
統
合
小
学
校
建
設
費
の
一

点
に
つ
い
て
賛
成
が
で
き
な
い
。

　
鹿
央
住
民
か
ら
監
査
請
求
が
提
出
、
住

民
訴
訟
等
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
９
月
10
日
常
総
市
の
河
川
決
壊

に
よ
る
被
災
状
況
を
見
る
と
、
国
・
県
・

市
が
設
定
す
る
洪
水
浸
水
予
定
地
の
中
に

あ
り
、
菊
池
川
近
く
に
あ
る
米
田
小
学
校

の
安
全
対
策
の
再
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
必
ず
地
域
に
学
校
を
」
地
方
創
生
の

国
の
政
策
に
逆
行
し
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
賛
成
で
き
な
い
。

　※

採
決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の
と
お

　
　
り
「
可
決
」
。
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日
追
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議
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反  

対  

討  

論

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ●

①住民が心配している安全対策、過疎化対策について６月以降説明をしたか問う。
②住民監査、訴訟の準備が進められているがどのように捉えているのか。
③学校規模適正化計画は、選定された２０名の市民等代表で作られた協議会より
　提言されたもの。当初計画のとおり米野岳中学校近くに新築すべきである。鹿
　本地区も同様に６月議会でお願いしたがその結果はどうか。

奉納灯籠について質 問

答弁:（経済部長）
　上がり灯籠で奉納された「奉納灯籠」は、大宮神社境内の「燈籠殿」で1年間保存・
展示された後、購入希望者へは有償等にて、それ以外は「灯籠みくじ」当選者へ引き渡
されている。

方保田東原遺跡について質 問

答弁:（教育部長）
　方保田東原遺跡は弥生時代後期から古墳時代前期にかけての
県内最大級の拠点集落遺跡として国の史跡指定を受けており、
平成24年度から26年度にかけ公有化を進め、対象農地の約8割
が終了した。
　現在は地元や市内外の人たちに親しんでいただく公園として
活用しているが、今後は管理作業の効率化を図るとともに発掘
調査も同時に進め、出土品の展示も積極的に推進したい。

　奉納された灯籠が山鹿市の観光資源として有効に活用されるよう要望するが、今現
在での、山鹿灯籠まつりで奉納された灯籠の取り扱いについて問う。

山鹿市の文化振興について質 問

答弁:（教育部長）
　山鹿市の文化とは、数多くの歴史遺産等にとどまらず、今日まで受け継がれてきた芸術、文芸、郷土芸能な
ど山鹿の地で繰り返されてきた人々の暮らしすべてだと考える。
　さらなる文化振興には、文化組織の支援はもとより、文化財の保護と活用を両立させることで経済活動との
関連を深め、「文化の力を」産業・教育・観光などの幅広い分野で生かすための取り組みが必要だと考える。

　文化振興に対する基本的な考え方について問う。

　現状と今後の方向性について問う。

方保田東原遺跡空撮

丸山康昭議員
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審議した議案と結果一覧・賛否表
　　　　　　　　　　追加議案と討論の要旨………P 2
常任委員会審査と報告…………………………… P3～5
常任委員会行政視察報告……………………………… P 6
議会報告会でのみなさまのご意見Vo1……………… P 7
市政のここが聞きたい (質疑・一般質問)…… P8～11
議会の動き・高校生との意見交換会
　　　　　　　　傍聴に際しての注意事項…………P12

議会の主な動き
1日
9日

16日
23日
25日
28日
29日

1日
2日
5日

10日
11日
13日
15日
17日
20日

23日
27日

2日

3日
4日
6日
7日
8日
9日
11日

12日
18日
24日

（水）
（木）

（木）
（木）
（土）
（火）
（水）

（土）
（日）
（水）

（月）
（火）
（木）
（土）
（月）
（木）

（日）
（木）

（水）

（木）
（金）
（日）
（月）
（火）
（水）
（金）

（土）
（金）
（木）

矢谷渓谷キャンプ場オープンセレモニー
広報委員会
議会活性化特別委員会
全員協議会
菊鹿町観光協会総会
山鹿地区更生保護大会
総務文教常任委員会行政視察（～30日）
百歳到達者表敬訪問

菊鹿戦没者追悼式
建設経済常任委員会行政視察（～4日）
建設経済常任委員会協議会
市民福祉常任委員会行政視察（～7日）
議会活性化特別委員会
「平和を祈念する日」式典
かもと招魂祭（～14日）
山鹿灯籠まつり（～16日）
来民開拓団殉難者慰霊祭
議会運営委員会
議会活性化特別委員会
市内４高等学校生徒代表との意見交換会
熊本県女性消防操法大会（八代市）
９月定例会開会
全員協議会

９月定例会質疑・一般質問
広報委員会
県民体育祭熊本市大会山鹿市選手団結団式
９月定例会質疑・一般質問・委員会付託
建設経済常任委員会
鞠智城東京シンポジウム（東京）
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
議会運営委員会
９月定例会閉会
全員協議会
山鹿市敬老表彰式典
広報委員会
百歳到達者表敬訪問

7月8日
7月9日
7月28日
8月5日

兵庫県三木市 認知症支援事業について
三重県熊野市 さくら湯再生事業について
三重県伊勢市 認知症地域支援体制について
京都府木津川市 認知症支援事業について
京都府京田辺市 認知症支援事業について
京都府八幡市 認知症支援事業について

　
８
月
25
日
早
朝
に
荒
尾
市
に
上
陸
し
、
山
鹿
市
に
大
き
な
災

害
を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
台
風
が
来
て
も
そ
よ
風
程
度
。

　
今
回
も
24
日
の
夜
に
な
っ
て
も
雨
風
も
な
く
、
私
も
外
出
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
翌
25
日
早
朝
か
ら
、
風
の
音
で
目
覚
め
、
台
風
が

過
ぎ
去
る
ま
で
、
家
族
で
寄
り
添
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
停
電
や
物
の
倒
壊
で
皆
様
も
怖
い
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
や
は
り
、
日
頃
か
ら
、
災
害
へ
の
心
構
え
が
大
事
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
皆
様
も
お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
　
横
手
啓
介

編集後 記

７
月

８
月

９
月

行政
視察

　選挙区内の方に、年賀状や暑中・残暑見舞状などの時候のあいさつ(※1)(電
報も含む）を出すのは、禁止されています。
　ただし、｢答礼(※2)のための自筆(※3)によるもの」は認められています。
　また、選挙区内の方にあいさつする目的で、新聞・雑誌・テレビ・ラジオな
どで有料広告（いわゆる名刺広告など）を出すことも禁止されています。この
ような広告を出すように求めることも禁止されています。
　※１あいさつ状の範囲は？・・・
　　　上記以外に寒中見舞い、クリスマスカード、喪中はがき等、電報や電子
　　　郵便（メール）を利用しての年賀のあいさつも含まれます。
　※２答礼とは？＝相手のあいさつに答えてあいさつすること
　※３「自筆」と認められないものは、コピーなどの複写・パソコン作成・他
　　人の代筆・印刷屋作成・署名のみの自筆など。

ようこそ山鹿市へ

私たちは「時候のあいさつ」に制限があります

　議会でどのようなことが行われているかを知るために、実際に会議や常任委
員会の様子を生で見たり聞いたりすることを傍聴(ぼうちょう)といいます。
　議場の秩序維持や円滑な議会運営のために、傍聴に際しては、「山鹿市議会
傍聴規則」で決まりごとがあります。
　今回は、その一部をご紹介します。
【傍聴席に入ることができない方】（抜粋）
・銃器その他危険なものを持っている方　・酒気を帯びていると認められる方
・楽器類を持っている方
【傍聴の時守るべきこと】（抜粋）
・議場における言論に対して拍手その他の方法により可否を表明しない
・談論（雑談）や高笑いなど騒ぎ立てない　・飲食や喫煙をしない
・写真、映画等を撮影し、又は録音等をしてはならない（特に議長の許可を得
　　た方はこの限りではない）
　※規則以外にマナーとして傍聴席に入る際、携帯電話は、マナーモードにさ
　　れるか、電源をお切りください。
　詳しくは議会事務局(℡43-1634)までお問い合わせください。

傍聴する時の決まりごとについてお願い！

　8月20日(木)に、市内の高等学校４校の代表生徒さん21
名と議会活性化特別委員会で意見交換会を開催しました。
　来年の国政選挙から選挙権が18歳以上になることから、
選挙管理委員会講習の下、高校生に模擬投票を体験してもら
いました。その後、市議会の仕組みを説明し、特別委員会の
メンバーとテーマ「山鹿市の長所・短所・住み続けたいまち
について」意見交換会をし、観光と商業・交通などについて
様々な意見をいただきました。

高校生と議会活性化特別委員会で
　　　　　意見交換会を開催しました！！
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